
令和４年度 戸笠小学校 学校評議員会

６月２２日(水)に第一回学校評議員会を実施しました。

評議員の方々から貴重なご意見をいただきました。

今後の学校運営に取り入れ、子どもたちの育成を図っていきます。

◇ 学校評議員の紹介

学区連絡協議会会長・民生児童委員協議会会長・元ＰＴＡ会長・保護司

◇ 学校の取り組みについての報告

令和４年度の学校教育活動全般（学校努力点、学校行事等）

感染症対策の現状と児童の様子（運動会や授業参観等についての取り組み）

学区・保護者（ＰＴＡ）・学校との連携

◇ 学校、子どもの状況へのご指導・ご助言

・あいさつを通して、地域とのコミュニケーションを図りたい。コロナ禍により、あい

さつをためらう子どももいるが、元気にあいさつができるようになってほしい。

・近所・近助として、助け合える学区にしていきたい。

・子どもをあだ名で呼ぶことがいじめに繋がることがある。いじめを抑制するためにも

子どもへの呼びかけ方を話し合うとよい。

・ＩＣＴが学校現場で進んでいる。子どもたちは柔軟性があるので、子どもの可能性を

学校現場で引き出し、高めていってほしい。

・子どもの健全な心身の育成のために、体力を向上させることも必要である。コロナ禍

で、体力が落ちると、精神にも影響するため、運動を積極的に取り入れてほしい。

・社会を明るくするため、そして戸笠学区をよりよい街にして

いくため、1年生～６年生の子どもたちの思いを知りたい。

作文でその思いを表現してほしい。




